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【 論 文 の 内 容 の 要 約 】  

U V - B は ハ ダ ニ と カ ブ リ ダ ニ に 致 死 の 誘 導 や 産 卵 数 の 低 下 と い っ た 悪

影 響 を 与 え る こ と が 知 ら れ て い る 。 本 研 究 は 、 ハ ダ ニ と カ ブ リ ダ ニ の

U V - B 感 受 性 の 種 間 差 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 の 検 討 を 目 的 と し た 。  
 1 日 当 た り 1 2 時 間 、 U V - B を 単 独 ま た は 白 色 光 と 同 時 照 射 し 、

T e t r a n y c h u s 属 の ハ ダ ニ 6 種 （ ナ ミ ハ ダ ニ 、 カ ン ザ ワ ハ ダ ニ 、 ミ ヤ ラ ナ

ミ ハ ダ ニ 、 ナ ン ゴ ク ナ ミ ハ ダ ニ 、 サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ お よ び ア シ ノ ワ ハ ダ ニ ）

と カ ブ リ ダ ニ 4 種 （ ケ ナ ガ カ ブ リ ダ ニ 、 N e o s e i u l u s  l o n g i s p i n o s u s 、

ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ お よ び チ リ カ ブ リ ダ ニ ） に お け る 卵 の U V - B 感 受 性 と

光 回 復 機 能 を 調 査 し た 。 ハ ダ ニ 卵 で は 、 U V - B を 単 独 照 射 し た 場 合 、 日

積 算 U V - B 量 0 . 9  k J  m － 2 の 条 件 に お い て 、 ア シ ノ ワ ハ ダ ニ の み が 孵 化

し た 。 し か し 、 U V - B と 白 色 光 を 同 時 に 照 射 し た と き 、 す べ て の 種 の 卵

が 9 0 % 以 上 孵 化 し た 。 1 日 当 た り 2 . 6  k J  m － 2 の U V - B を 照 射 し た 時 、

単 独 照 射 区 で は 、 す べ て の 種 の 卵 が 孵 化 し な か っ た 。 白 色 光 を 同 時 照 射 す

る と 、 サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ と ア シ ノ ワ ハ ダ ニ の 孵 化 率 が 他 の 種 よ り 高 く な っ

た 。 1 日 当 た り 8 . 6  k J  m － 2 の U V - B を 単 独 照 射 し た 時 、 す べ て の 種 が

孵 化 し な か っ た が 、 白 色 光 同 時 照 射 区 で は 、 ア シ ノ ワ ハ ダ ニ が わ ず か に 孵

化 し た 。  
カ ブ リ ダ ニ 卵 で は 、 U V - B を 単 独 照 射 し た 場 合 、 日 積 算 U V - B 量 0 . 9  

k J  m － 2 の 条 件 に お い て 、 白 色 光 の 有 無 に 係 わ ら ず 、 す べ て の 種 で 9 0 %
以 上 が 孵 化 し た 。 日 積 算 U V - B 量 2 . 6  k J  m － 2 で は 、 孵 化 率 は す べ て の

種 で 1 0 % 未 満 で あ っ た 。 白 色 光 を 同 時 照 射 し た 場 合 、 す べ て の 種 の 孵 化

率 が わ ず か に 上 昇 し た が 、 有 意 な 差 は な か っ た 。 日 積 算 U V - B 量 8 . 6  k J  
m － 2 の U V - B を 照 射 し た 場 合 、 白 色 光 の 有 無 に 係 わ ら ず 孵 化 し た 卵 は な
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か っ た 。  
幼 虫 で は 、 ハ ダ ニ 2 種 （ ナ ミ ハ ダ ニ と ア シ ノ ワ ハ ダ ニ ） と カ ブ リ ダ ニ 2

種 （ ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ と チ リ カ ブ リ ダ ニ ） の U V - B 感 受 性 を 比 較 し た 。

U V - B を 単 独 照 射 し た 時 、 積 算 U V - B 量 0 . 5  k J  m － 2 の 処 理 区 で は 、 ミ

ヤ コ カ ブ リ ダ ニ の み 生 存 率 が 有 意 に 低 く な っ た 。 積 算 U V - B 量 0 . 7 5  k J  
m － 2 で の 生 存 率 は 、 ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ が も っ と も 低 く 、 次 い で ナ ミ ハ ダ

ニ が 低 く な っ た 。 積 算 U V - B 量 1  k J  m － 2 で は 、 ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ は す

べ て の 個 体 が 死 亡 し た 。 1  k J  m － 2 の U V - B 照 射 直 後 に 白 色 光 を 照 射 し

た 場 合 、 ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ 以 外 の 種 の 生 存 率 が 回 復 し た 。  
雌 成 虫 で は 、 ハ ダ ニ 3 種 （ ナ ミ ハ ダ ニ 、 サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ お よ び ア シ

ノ ワ ハ ダ ニ ） の U V - B 耐 性 を 比 較 し た 。 U V - B 単 独 照 射 区 で は 、 積 算

U V - B 量 7 0  k J  m － 2 の 処 理 区 で 生 存 率 が 低 下 し 、 ナ ミ ハ ダ ニ と サ ガ ミ ナ

ミ ハ ダ ニ が ア シ ノ ワ ハ ダ ニ よ り 有 意 に 低 く な っ た 。 積 算 U V - B 量 8 0  k J  
m － 2 の 処 理 区 で も 同 様 に ア シ ノ ワ ハ ダ ニ の 生 存 率 が 他 の 2 種 と 比 較 し て

高 か っ た 。 U V - B と 白 色 光 を 同 時 照 射 し た 場 合 、 積 算 U V - B 量 7 0  k J  m
－ 2 の 処 理 区 に お け る 生 存 率 は ア シ ノ ワ ハ ダ ニ 、 サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ 、 そ し

て ナ ミ ハ ダ ニ の 順 に 高 か っ た 。 積 算 U V - B 量 8 0  k J  m － 2 の 処 理 区 で の 生

存 率 は 、 サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ と ナ ミ ハ ダ ニ の 間 に 差 が な く な っ た 。  
ビ ニ ー ル ハ ウ ス 内 に 自 生 す る ク ワ ク サ 上 の サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ が 葉 裏 と 葉

表 の ど ち ら に 定 着 し て い る か を 発 育 段 階 別 に 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 昼 間 と

夜 間 の い ず れ で も 雌 成 虫 が 有 意 に 葉 表 に 定 着 し た 一 方 、 幼 虫 と 若 虫 、 静 止

期 、 そ し て 卵 は 葉 裏 に 多 く 定 着 し た 。 雄 成 虫 は 葉 表 と 葉 裏 に 同 じ 比 率 で 分

布 し た 。  
 ナ ミ ハ ダ ニ 卵 の U V - B 感 受 性 が ピ ー ク と な る 胚 子 発 生 段 階 を 検 討 し た 。

0 . 5  k J  m － 2 の U V - B を 単 独 で 照 射 し た 時 、 産 卵 後 2 4 ～ 4 8 時 間 が も っ と

も U V - B に 脆 弱 で あ り 、 孵 化 す る 卵 は な か っ た 。 他 方 、 い ず れ の 発 生 段

階 で も U V - B 照 射 直 後 に 白 色 光 を 照 射 す る と 、 孵 化 率 が 8 0 % 以 上 に 回 復

し た 。 し か し 、 U V - B 照 射 か ら 4 時 間 の ギ ャ ッ プ を 設 け て 白 色 光 を 照 射

し た 場 合 、 光 回 復 の 効 果 が 弱 ま り 、 産 卵 後 2 4 ～ 3 6 時 間 の 孵 化 率 が 最 も 低

く な っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 ナ ミ ハ ダ ニ 卵 は 形 態 形 成 初 期 に U V - B に

対 し て 脆 弱 に な る こ と が 分 か っ た 。  
 本 研 究 の 結 果 は 、 ハ ダ ニ と カ ブ リ ダ ニ の U V - B 耐 性 に は 、 暗 回 復 と 光

回 復 の 両 方 が 影 響 す る こ と を 示 し た 。 ま た 、 生 息 環 境 と U V - B 耐 性 に 関

連 が あ る 可 能 性 を 示 唆 し た 。 サ ガ ミ ナ ミ ハ ダ ニ は 雌 成 虫 の み が 葉 表 に 定 着

す る 比 率 が 高 か っ た 。 ナ ミ ハ ダ ニ 卵 の U V - B 感 受 性 の ピ ー ク は 、 形 態 形

成 の 初 期 で あ っ た 。 ま た 、 光 回 復 機 能 は 胚 子 発 生 段 階 に 関 係 な く 存 在 す る

が 、 U V - B の 照 射 か ら 光 回 復 ま で に タ イ ム ラ グ が あ る と 修 復 が 遅 れ 、 光

回 復 の 機 能 が 弱 ま る こ と を 示 し た 。 こ れ ら の 結 果 は 、 U V - B と 天 敵 を 併

用 し た 防 除 を 行 う 上 で 有 効 な カ ブ リ ダ ニ 種 や 照 射 時 間 帯 の 選 択 に 必 要 な 基

礎 的 な デ ー タ を 提 供 す る も の と 考 え ら れ た 。  
 


